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クラウド型機器保守・設備管理サービス基盤

産業向けソリューション
Featured Articles

1.　はじめに
産 業 分 野 に お い て IoT（Internet of Things），M2M

（Machine to Machine）といった情報技術への注目が集まっ
ている。例えば，ドイツ政府は，機械とクラウドコン
ピューティングを接続することにより，工場の生産性向上
やエネルギー消費量の削減などを実現するという技術戦略
Industrie 4.0を推進している 1）。また，ゼネラル・エレク
トリック社（General Electric Company）は，機械とクラウ
ドを接続し，ビッグデータ分析によって生産性向上を実現
するコンセプト Industrial Internetを提唱している 2）。いず
れも機械と機械，機械とクラウドが「つながる世界」を実
現することで，工場・プラントの生産性を飛躍的に向上さ
せることをねらっている。
特に，工場・プラントの安定稼働を実現するためには，

工場・プラントを支える重要機器である産業機械のダウン
タイム（運転停止時間）低減や効率的な運用が求められる。
しかし，日本では，設備の老朽化による保守費の増加，運
転・保守技術者の高齢化による技術者の不足といった課題
に直面している。一方，海外，特に新興国では，現地技術
者の運転・保守の知識や経験の不足，現地技術者を支援す
る日本人技術者の現地派遣による高コスト化といった課題
がある。
このように産業機械の運転・保守の課題を解決するサー

ビスへのグローバルなニーズが高まるとともに，クラウド

を活用したサービス・ソリューションの開発が進展している。
ここでは，クラウドを活用した機器保守・設備管理サー
ビスの全体像，特長と効果，適用結果について述べる。

2.　 クラウド型機器保守・設備管理サービス
Doctor Cloud

2.1　概要
産業機械のダウンタイム低減を実現するためには，予防
保全による異常発生の抑制や，異常の早期検出による迅速
な復旧対応が必要である。しかし，これまでは定期的に巡
視して機械の状態を確認する，異常発生時に連絡を受けて
復旧作業を開始するのが一般的であった。そのため，最適
なタイミングでの予防保全の実施が難しい，異常発生時に
は復旧まで時間を要するといった課題があった。
このような課題を解決するために，日立は2011年より
日立製の産業機械を対象に，M2Mクラウド型機器保守・
設備管理サービスDoctor Cloudを展開している 3）。さら
に，2014年より産業機械メーカー向けに外販を開始
した。

Doctor Cloudでは，産業機械の運転・保守を効率化す
るために，稼働データを常時遠隔から取得し，監視，予防
保全，故障予兆・省エネルギー診断，設備保全管理などの
サービスを提供している。日立は，産業機械の設計・製造・
保守や工場・プラントのEPC（Engineering, Procurement 
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工場・プラントを支える産業機械の効率運用が求められ
ている。一方，設備の老朽化による保守費用の増大や，
運転・保守技術者の不足が課題となっている。これらの
課題を解決するために，日立はクラウドコンピューティング
を利用した機器保守・設備管理サービス基盤を開発・提
供している。このサービス基盤を空気圧縮機に適用し，

運転データを収集・分析することで，省エネルギー運転
方法の提案などユーザー目線で有用な情報が提供できる
ことを確認した。また，浄水場の運営維持管理業務に適
用し，ARを応用した運転手順のナビゲーションにより，
操作ミスや作業漏れの防止などの効果が得られた。
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and Construction）を手掛けてきた実績と IT（Information 

Technology）ベンダーとしてのノウハウを有している。そ
のため，取得したデータを，産業機械の設計・製造・保守
に従事するエンジニアとデータサイエンティストのノウハ
ウによって分析し，結果を融合することで，ユーザー目線
での有用な情報を提供することができると考えている。

2.2　提供スキームと効果
Doctor Cloudは，産業機械単体への適用，工場・プラ
ント全体への適用のいずれも可能である。産業機械単体に
適用する場合は，産業機械メーカーに対して次のようなス
キームでDoctor Cloudを提供している（図1参照）。
（1）日立と産業機械メーカー，産業機械メーカーとユー
ザーが，それぞれサービス契約を締結する。
（2）日立は，産業機械メーカーに代わり，M2Mクラウド
を導入するとともに，産業機械メーカーがユーザーに納入
した機械から稼働データを収集するシステムを構築する。
（3）収集した稼働データを，日立のデータサイエンティス
トが分析し，産業機械メーカーにその分析結果を提供す
る。データ分析にあたっては，産業機械メーカーのニーズ
に応じて，収集する情報の選定や活用方法などのコンサル
ティングを自社の経験に基づいて実施する。
（4）産業機械メーカーは，日立が提供する分析結果を基に，
ユーザーに対して各種サービスを提供する。
これにより，産業機械メーカーおよびユーザーに次の効

果を提供できる。
まず，産業機械メーカーは，部品の在庫適正化やメンテ

ナンス時期・内容の予測が可能となり，機械の維持管理の
ためのコスト低減や，効率的なサービス体制の構築などの
経営効率向上を図ることができる。また，日立のユーザー

目線でのデータ分析・提案により，顧客サービスの向上が
期待される。
さらに，ユーザーは，日立のクラウドを活用するため，
初期費用を抑えてこのサービスを導入することができる。
また，産業機械メーカーが運転データを遠隔で監視できる
ため，トラブルの原因推定と復旧までの応急対応が迅速に
行え，異常発生時のダウンタイムを低減できる。加えて，
日立のデータ分析結果により，故障予兆診断や予防保全計
画の策定支援など，産業機械メーカーが納入した機械への
サービスが充実することで，製品ライフサイクルコストの
低減を図ることができる。

3.　クラウド型サービスの実証
ここでは，産業機械単体への適用については空気圧縮機
での適用結果を，プラント全体への適用については浄水場
設備運営維持管理事業への適用結果をそれぞれ紹介する。

3.1　空気圧縮機への適用
今回，自動車工場，半導体工場，液晶工場などで使われ
ている日立製の空気圧縮機を対象にクラウド型サービスを
適用した。空気圧縮機で生成された圧縮空気は，工場で使
用されるエアスプレーなどの動力源であり，工場全体の消
費電力の25％程度を占めている。また，重要な動力源で
あるため，ダウンタイム低減も必要である。そこで，この
サービスによる省エネ（省エネルギー）運転支援の効果お
よびダウンタイム低減支援の効果を検証した。
（1）省エネ運転支援の効果検証
適用対象の空気圧縮機は，省エネ運転制御機能を有して
いる。しかし，この制御機能を活用して最大限の省エネ効
果を得るためには，圧縮機の運転環境に応じて適切な圧力

ユーザー
（工場 ・ プラントオーナー） 産業機械メーカー 日立機械納入

サービス契約 サービス契約

サービス事業支援

稼働データ分析
クラウド提供

サービス
提供 ・ 提案 分析情報提供

機械稼働データ

図1│Doctor Cloudの概要
産業機械メーカーにクラウドと稼働データ分析サービスを提供する。
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を設定する必要があった。そこで，クラウドで蓄積した運
転データから空気消費量に応じた圧力適正値を分析・提示
し，省エネ運転を支援する機能を開発した（図2参照）。
これにより，制御機能によって期待される省エネ効果とほ
ぼ同等の効果を得ることができた。
また，クラウドで蓄積した運転データを解析して圧縮機

の運転パターンを明らかにし，省エネ運転を提案すること
も可能になった。例えば，空気圧縮機を2台並列運転して
いる工場において運転パターンを解析し，1台停止しても
操業できる省エネ運転を提案することで，省エネ効果を得
ることができた（図3参照）。
以上のような省エネ運転支援は顧客の電気代削減につな

がるため，将来的にはプロフィットシェアのような新しい
サービス形態に発展させることも可能である。

（2）ダウンタイム低減支援の効果検証
クラウドで蓄積した運転データを保全サービスに活用し
た。空気圧縮機の警報発生時にメール通知することで初動
対応時間を短縮して異常発生時のダウンタイムを低減する
とともに，各種データのトレンドを解析し，適切な保全時
期を予測することも可能となった。
今後は，蓄積データを解析して異常傾向を判断する予兆
診断機能の開発や，顧客ニーズに合わせた新しいコンテン
ツの開発を進めていく。

3.2　設備運営維持管理事業への適用
プラント設備の運営維持管理者は，生産計画に合わせた
設備保全計画の立案，交換部品の手配，前回点検時の課題
への対応策の準備などを行う。近年では，公共設備の運営
維持管理の民間業務への業務委託が進み，その数は増えつ
つある。設備ごとに条件は異なるものの，運転や点検業務
は共通していること，各所での運転データを収集・蓄積す
ることで運転ノウハウを獲得して運営維持業務品質を向上
可能なことから，運営維持管理業務の支援ツールをクラウ
ド化して活用・提供している。
日立グループは，各種プラント設備の運営維持管理業務
を受託している。設備運転データの収集・記録など，受託
している設備運営維持管理業務の効率化のために，前述の
クラウド型運営維持管理支援システムとモバイル端末や
AR（Augmented Reality：拡張現実）を組み合わせたシス
テムを適用した。ARとは，現実の環境を撮影した映像に
コンピュータを用いて情報を付加・提示する技術であり，
M2Mやカメラ付きモバイル端末の普及によって近年急速
に普及している。

圧力 負荷率

時刻（分）

吐出圧力（kPa） 負荷率（%）注 ：

詳細分析結果

圧力データトレンドの分析
により， 適正圧力を設定

図2│空気圧縮機の適正圧力の分析結果
圧力データのトレンドを分析し，適正圧力を設定した事例を示す。
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図3│運転パターンの分析結果
空気圧縮機を2台並列運転している工場において，運転パターンを分析し，1台停止しても操業できる省エネ運転を提案した事例を示す。
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今回，操作ミスのリスクが高い非日常業務を支援するた
めに，このARを設備の運営維持管理業務に適用したAR

応用運転ナビゲーションを開発した。ここでの非日常業務
とは，例えば，月1回しか実施しない設備ラインの切り替
え作業など，実施頻度が低いためにスキルの蓄積が難しい
うえ，スキルがあってもミスをする可能性の高い業務であ
る。このAR応用運転ナビゲーションは，映像を利用する
ためにセンサーのついていない設備にも適用可能であり，
運転手順をビジュアルに表示・ナビゲーションすることで，
スキルフリーの運営維持業務を実現する。
運転ナビゲーションでは，メーターの確認やバルブの操

作といった設備の運転手順をあらかじめシナリオ化してク
ラウドに記録しておき，運転員に対して順次手順をナビ
ゲーションする。運転員に対しては次のようにナビゲー
ションを行う（図4参照）。
（1）運転員は，操作対象の設備をモバイル端末内蔵カメラ
で撮影する。
（2）専用マーカーを認識すると，撮影された映像とクラウ
ドにあらかじめ記録されているシナリオ情報を連携する。
（3）クラウドは操作手順や操作情報の入力をコメントや動
画などで支援する。
（4）クラウドは，映像・時刻・結果を関連づけて保存する。
この運転ナビゲーションを，月1回程度の発生頻度で，
操作ミスが事業の損失につながるような非日常業務に適用
し，効果を検証した。その結果，操作ミスの防止，作業品
質の向上といった効果を確認することができた。また，自
動記録された作業結果を活用することで，作業結果報告書
などの帳票作成の効率化という効果も得ている。

今後は，異常発生時の原因診断など，診断結果によって
次作業が分岐するような複雑なナビゲーションに対応して
いく。

4.　おわりに
クラウド型機器保守・設備管理サービスDoctor Cloudの
全体像，特徴と効果，適用結果について述べた。産業機械
単体およびプラント全体への適用により，省エネ運転の実
現，ダウンタイムの低減，操作ミスの防止など，運転・保
守の効率化が可能であることを確認した。
今後は，HMD（Head Mounted Display）などウェアラ

ブル端末の活用や分析メニューの拡充などを通して，産業
機械のダウンタイムのさらなる低減や効率的な運用を支援
していく。

1）  Industrie 4.0 Working Group: Recommendations for implementing the strategic 
initiative INDUSTRIE 4.0 （2014.4）

2） インダストリアル・インターネット，GE，
 http://www.ge.com/jp/company/industrial_internet/
3）  戸井田，外：工場・産業プラント向け保守サービス事業とICT活用，日立評論，94，

12，861～865（2012.12）
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図4│AR応用運転ナビゲーションの概要
ARを応用し，点検操作対象をビジュアルにナビゲーションした事例を示す。

注：略語説明　AR（Augmented Reality）
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